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冒頭、根橋会長の挨拶で
は、昨年の「台風19号災害」
や「2020年７月豪雨災害」に
触れ、改めて様々な支援活
動にご協力ご支援いただい
たことへの心からの敬意と感
謝を述べられた。また今後の
被災地の復興・再生に向け

て、時間とともに変化する被災地ニーズも踏まえ
ながら、適切な支援を行う必要があり、引き続き
の支援と協力を呼びかけた。次に新型コロナウ
イルス感染症が拡大している中での社会情勢、
労働組合の存在と役割発揮や政治情勢に触
れ、「新しい取り組みを育てていくことは簡単で
はないが労働運動が新境地に踏み出すことの
意味は、社会的な取り組みの観点からも大きな
意味をもたらす。多くの変化点が見込まれる
2021年度であるが皆さんの結集をもって運動を
前に進めていこう」と力強く呼びかけた。

続いて、来賓
を代表して阿部 
守一長野県知
事よりメッセージ
動画にて連帯
のご挨拶をいた
だいた。

その後、小日向副事務局長から、１年間の各
課題に対する活動、2020春季生活闘争のまと
めを報告し、次年度に向けた課題を確認した。

第１号議案2020-21運動方針補強（案）は、
根橋会長より連合長野運動の基調が提案され、
4つの運動の力点および４つの運動の推進軸
など具体的項目については、相澤副会長より提
案され た。2020-21運
動の残り1年間の重点項
目として、新型コロナウイ
ルス感染症拡大という、
全地球的な緊急事態に

連合長野は10月30日（金）、長野市ホテル国際21に
おいて、「私たちが未来を変える ─安心社会にむけて
─」をスローガンに、2020-21年度の後半1年間に向け
た運動の補強方針を決定する第32回年次大会を開
催した。役員、代議員、約190名（うち女性参画率15.7％）
の出席のもと、上田 忠晴議長（JAM甲信）、伊藤 学雄
議長（自動車総連）の議事進行により、活動経過報告
の確認とともに、「2020-2021年度運動方針補強」「2021年度予算」などを決定した。今年は、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止への対策として、大幅な時間短縮や代議員の委任状対応、特別代議
員のWeb（zoom）による出席、来賓のメッセージ対応のほか、会場内のソーシャルディスタンス、アルコー
ル手指消毒、受付時の検温の実施、マスク着用など出席者のご協力もいただき開催した。

連合長野第32回年次大会開催
～私たちが未来を変える─安心社会にむけて─～不
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メッセージ動画にて挨拶する阿部知事

議案提案する相澤副会長

挨拶する根橋会長



本年次大会では、台風19号災害から1年が経過した
ことを受け、会場内ロビーでの写真展示と、活動記録の
上映を行った。ロビー展の写真は、長野市長沼にある
妙笑寺の笠井氏からお借りし展示した。決壊した堤防
や救助活動、被災直後の家屋の状況などの写真を、長
沼歴史研究会の笠井氏が、地元住民のみなさんに声
掛けをして集めたもので、集まった写真約550枚のうち

一部をご厚意でお貸しいただいた。また、ロビー正面に
は、10月26日に台風19号災害対応に係る知事表彰と
していただいた「感謝状」を展示した。未だ仮設住宅に
暮らす皆さんも多く、以前と同じように集まり、お互いの
顔を見て笑い合うことができるようなコミュニティの復興
には時間がかかる。これからも被災された住民の皆さん
に寄り添った取り組みを考え、ともに行動に移していく。

際し、命とくらしを守る「新しい標準（ニューノーマル）」を
創ることや、連合運動・労働運動を支える「人財・財政・
組織」の運動基盤を強化すること、「組織強化」「組織
拡大」「価値観・発信力」「政策実現力・政策立案力」
を高めていくとともに、連合・構成組織・地域協議会が
一体となって取り組むことを提案した。

最後に、岩﨑副事務局長より、適正かつ厳格な財政
運営や透明性を中心とした2021年度予算（案）を提案。
複数の代議員より、課題や取り組みに対する要望が発
言され、運動方針補強（案）、および、予算（案）は満場
一致にて確認された。

「台風19号災害と災害ボランティア活動の記録」

≪活動報告・運動方針への質疑・要望等≫
高橋代議員�
� （私鉄労連）

新型コロナウイルス感染症に
よって公共交通産業も大打撃
を受けており未だ深刻な状況と
なっている。まだまだ回復へは程

遠く収益の悪化に伴い冬の一時金について年間協定
はしているものの会社側から削減提案もされており交渉
の真っただ中である。そんな中、連合長野には様々な会
議において常に公共交通の現状を訴えていただいてお
り感謝申し上げる。一定の支援金が交付されたことを報
告させていただき、引き続きの支援をお願いしたい

高野代議員�
� （農団労）

昨年の台風災害については
農業ボランティアに多くの皆さま
にご参加いただき感謝申し上げ
る。まだ復興の途中であるので

皆さんのさらなるご協力をお願いしたい。昨年災害に
あったりんごについては全て廃棄処分となったが今
年の収穫は始まっている。そういったりんごも含めたり
んごジュースを皆さんに方にお配りした。今後もお願い
したい。
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会　　長 根 橋 美 津 人 電機連合
副 会 長 西 澤 忠 司 自治労

相 澤 健 弘 電機連合
武 田 　 彰 JAM甲信
斉 藤 直 子 UAゼンセン
高 橋 和 裕 JP労組
和 田 喜 雅 電力総連
橋 本 真 伸 農団労
村 田 由 紀 子 自治労

事務局長 小 松 　 豊 基幹労連
副事務局長 小 日 向 茂 自治労

岩 﨑 恵 子 全労金
執行委員 小 川 　 晃 自治労

山 口 正 巳 電機連合
曲 渕 紀 子 電機連合
櫻 井 由 紀 夫 JAM甲信
中 島 法 恵 JAM甲信
鈴 木 克 也 UAゼンセン
堀 内 満 波 UAゼンセン
財 津 吉 崇 自動車総連
山 口 喜 子 JP労組
山 岸 丈 夫 電力総連
徳 武 由 己 電力総連
小 熊 淳 司 農団労
徳 武 　 淳 情報労連
金 井 俊 彦 運輸県連

執行委員 古 畑 隼 人 JR総連
関 　 美 起 フード連合
有 賀 栄 治 基幹労連
若 林  　 茂 私鉄県連
冨 岡 克 彦 全電線
蘆 沢  　 守 全国一般
和 田 昌 樹 森林労連
宮 本 洋 一 国公総連
和 田 俊 春 印刷労連

会計監査 降 幡 　 稔 JR連合
西 岡 　 湖 全水道
田 中 千 香 子 労済労連 

2021年度　役 員 一覧 （敬称略）

退任役員一覧

副 会 長 宮 川　　 至 農団労
執行委員 桜 山　照 彦 UAゼンセン

小 山　智 男 国公総連
会計監査 丹 内  春 美 JR連合

（敬称略）

退任の皆さん、
大変お疲れ様でした。
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新型コロナウイルス感染の拡大にともない、感染者や
家族に対する誹謗中傷や、医療従事者、エッセンシャル
ワーカーなどに対する不当な差別的扱いなどが大きな課
題となっています。長野県では、誹謗中傷のない社会、
健やかな暮らしと活気ある地域経済の実現に向け、家
庭、職場・学校、地域が一丸となって取り組んでいくた
め、9月25日、行政・経済団体・労働団体・学校教育・地
域市民団体による共同宣言を発信し、官民一体となっ
たシトラスリボンプロジェクトを推進しています。

連合長野においても、取り組み趣旨に賛同し、「地域」
「家庭」「職場（または学校）」において、相互に思い合
い、支え合い、誰一人取り残されることのない社会をめざ
し、経済団体・行政・NPO等の様々な団体との連携によ
る長野県全体の意識醸成を図る取り組みとして、寄付
金付「シトラスリボンピンバッジ」を展開します。

構成組織・地域協議会の多くの皆さまのご協力をお
願いします。ご購入については、各構成組織・地域協議
会へお問い合わせください。

≪シトラスリボンプロジェクトとは・・・≫

誰もが新型コロナウイルス感染症に感染するリスクがある
なか、たとえ感染しても地域のなかで笑顔の暮らしを取り戻
せることの大切さを伝え、感染された方や医療従事者が、
それぞれの暮らしの場所で「ただいま」「おかえり」と受け

入れられる雰囲気をつくり、思いやりがあり暮らしやすい社
会を目指す、愛媛県の有志グループ「ちょびっと19+」が進
めるプロジェクトです。「シトラスリボン」のそれぞれの輪は、
「地域」「家庭」「職場（または学校）」を表現しています。
長野県も「シトラスリボンプロジェクト」に賛同し、心

身ともに安心した暮らしを続けられる社会をめざし、各
地域において、行政・企業・民間団体と連携した取り組
みを行っています。

購入価格：
1個　440円（税込み　寄付金100円込み）
※ ピンバッジ1個につき、100円が「長野県みらいベース」

を通じて、新型コロナウイルス感染症に対応して様々な
支援を行っている県内の NPO 法人、ボランティア団体
等へ寄付されます。

連合長野「シトラスリボンプロジェクト」に連合長野「シトラスリボンプロジェクト」に
ご協力をお願いします！ご協力をお願いします！


